
© Copyright SHOUGAISHA JIRITSU SUISHIN KIKOU ASSOCIATION. ALL Right Reserved.

実 績 報 告

2026年４月分

株式会社パラリンアート



© Copyright SHOUGAISHA JIRITSU SUISHIN KIKOU ASSOCIATION. ALL Right Reserved.
2

工房はんど アキArtist

「芽吹く」

背景に使用している作品のご紹介

まだ細く頼りなく感じるくらいの幹から柔らかく瑞々しい芽が
出てきている生命の強さに胸の奥から小さな感動を覚え描きました。

Title

絵を描く事によって自分自身がとても癒されていることに気付きました。
絵を観て下さる方に何か感じて頂ける絵が描けたらとても幸せです。
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事業計画の報告

売上高 営業利益

当期純利益経常利益

8,022千円

前年対比 ％

2,951 千円

前年対比 196％

千円

前年対比

千円2,941

月次報告
2026年4月の月次売上をご報告いたします。

113

前年対比

2,941
196 ％ 196％
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当月の活動報告

＊PARALYM ART Next challenge 2026ページ＊

パラリンアートでは、スポンサー企業様のご要望に沿って、世界に一つだけの作品を制作する「描き下ろし」というメニューがあります。
「描き下ろし」は、ラフ案の制作から完成まで、スポンサー企業様のご要望を丁寧に反映しながら修正を重ね、決められたスケジュールの
中で作品を仕上げていく制作形式です。
完成した作品は、広告や広報物、ノベルティなど様々な場面でご活用いただいております。
テーマやキーワード、細かなご要望に応えながら制作を進める必要があるため、「描き下ろし」はパラリンアートの活動の中でも特に
高い表現力や対応力が求められる取り組みとなっています。
スポンサー企業様へより良い作品と取り組みをご提供するとともに、アーティストにとっても新たな挑戦や成長の機会となるよう、
2026年より「描き下ろし」制作を担当するアーティストをコンテスト形式で募集いたしました。
多くのご応募の中から厳正なる審査を行い、このたび担当アーティストを決定いたしました。

http://paralymart.or.jp/lp/newlydrawn/

描き下ろしアーティストを選出するPARALYM ART Next challenge 2026のご報告

http://paralymart.or.jp/lp/newlydrawn/
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当月の活動報告

「描き下ろし」はスポンサー企業様からも大変ご好評をいただいており、PARALYM ART Next challenge 2026で選出されたアーティストの
皆様も現在多くの描き下ろし制作で活躍されています。
アーティストにとっても、コンテストによる選考を経て獲得した制作機会であることから、「より良い作品を企業様へお届けしたい」という
想いを持ち、意欲的に取り組んでいます。また、企業様からのご要望に応えながら作品を完成させる経験は、アーティスト自身の成長や
新たな表現への挑戦にもつながっています。
PARALYM ART Next challengeは、企業様へより良い作品をお届けするとともに、アーティストの成長機会を創出する取り組みとして、
今後も毎年開催していきたいと考えております。

＊PARALYM ART Next challenge 2026作品一部抜粋＊
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株主の皆様へ

株主の皆様におかれましては、日頃よりパラリンアートの活動にご理解とご支援を賜り、心より感謝申し上げます。

2025年度は新体制として初めての一年となりました。私たちは改めてパラリンアートの存在意義や目指すべき姿について
議論を重ね、「多様な特性のある障がい者へ、より多くの社会参加の場を提供する」というミッションを定めました。

私自身、これまで障がい者アーティストのサポート責任者として、多くのアーティストと関わってまいりました。
その中で強く実感したのは、同じ障がいであっても一人ひとり症状や得意不得意が異なり、
まさに「障がい者の数だけ特性がある」ということです。
だからこそ、私たちは一つの支援の形にとらわれることなく、それぞれの特性や強みを活かせる社会参加の機会を増やして
いかなければならないと考えております。

パラリンアートのライセンス事業だけでなく、障がい者雇用「パラリク」事業をはじめとした様々な取り組みを通じて、
一人でも多くの障がい者が社会とつながり、自らの可能性を発揮できる場を創出してまいります。
2025年度は課題も多くありましたが、その一つひとつと真摯に向き合うことで、今後の成長に向けた土台を築くことが
できた一年であったと感じております。

毎年着実に成長を積み重ねながら、安定した経営基盤を構築し、社会的価値と事業性の両立を図ってまいります。
そして、障がい者の社会参加の場をさらに創出するとともに、株主の皆様へ継続的に還元できる企業を目指してまいります。

パラリンアートに関わるすべての方々の期待に応えられるよう、社員一同挑戦を続け、持続的な成長と企業価値の向上に
努めてまいります。
今後とも変わらぬご支援、ご指導を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

株式会社パラリンアート
代表取締役 神成麻衣
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